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一
般
社
団
法
人
茨
城
県
建
設
業
協
会
舗

装
部
会
は
昭
和
40
年
の
発
足
以
来
60
年
と

い
う
輝
か
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
舗
装
部
会
は
高
度
経
済
成
長
期
の
幕
開

け
と
と
も
に
設
立
さ
れ
、
当
時
未
だ
主
要

道
路
で
す
ら
未
舗
装
の
区
間
が
残
る
茨
城

県
の
道
路
網
を
整
備
す
る
そ
の
最
前
線
で

活
動
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
社
会
の
変
化
と
と
も
に
、
舗
装
材
料
、

機
器
、
技
術
も
大
き
く
進
化
を
遂
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や

Ｄ
Ｘ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩

に
よ
り
、
建
設
・
舗
装
業
界
も
新
た
な
転

換
期
を
迎
え
て
お
り
、
最
新
技
術
の
導
入

や
次
世
代
技
術
者
の
育
成
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
挑

戦
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
の
推
進
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
道
路
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
舗
装
部
会
は
、
単
な
る
道
路
の
建
設
や

維
持
管
理
に
と
ど
ま
ら
ず
、
災
害
時
の
啓

開
・
復
旧
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

活
動
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
社
会
貢
献

活
動
に
も
力
を
注
い
で
、
持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
60
年
と
い
う
歴
史
は
、
先
人
た
ち
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
、
関
係
者
一
人
ひ
と

り
の
熱
意
の
結
晶
で
あ
り
、
そ
の
伝
統

と
成
果
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
常

に
前
向
き
に
挑
戦
し
続
け
る
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
企
業
同
士
の
連
携
強
化
や
業
界

内
外
と
の
情
報
共
有
、
人
材
の
多
様

化
・
若
手
の
登
用
な
ど
、
未
来
に
向
け

た
新
た
な
一
歩
を
皆
さ
ま
と
共
に
踏
み

出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
舗
装
部
会
の
60
年
の
歩
み

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
さ

ま
に
、
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
今
後
と
も
、
舗
装
部
会
が

地
域
社
会
の
信
頼
に
応
え
、
よ
り
良
い

社
会
基
盤
整
備
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

部
会
長

　

秋
山 

光
伯

舗装部会60年の歩み舗装部会60年の歩み

茨城県議会土木企業立地
推進委員長　髙橋　勝則

茨城県副知事
岩下　泰善

一
般
社
団

法

人

茨
城
県
建
設
業
協
会 

舗
装
部
会 

創
立
60
周
年

11 月 12 日に挙行された記念式典には関係者が多数出席した

　一般社団法人茨城県建設業協会舗装部会（秋
山光伯部会長）は４月９日に設立 60 周年を迎
え、記念式典と祝賀会を 11 月 12 日に水戸プラ
ザホテルで盛大に開催した。式典では秋山部会
長が、「60 年という歴史は、先人たちのたゆま
ぬ努力と、関係者一人ひとりの熱意の結晶。そ

の伝統と成果をしっかりと受け継ぎ、常に前向
きに挑戦し続ける」と決意表明。また前参議院
議員で全国道路利用者会議会長の佐藤信秋氏に
よる記念講演が催された。祝賀会では岩下泰善
副知事の発声で乾杯。60 周年を契機に一層の発
展とさらなる飛躍を誓い合った。

　
こ
の
10
年
間
で
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
企

業
立
地
が
進
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
大
型
車
交
通

量
の
増
加
に
伴
い
効
果
的
な
舗
装
修
繕
や
長
寿

命
化
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
道
路
分
野
の
脱

炭
素
化
も
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、

舗
装
で
は
中
温
化
合
材
な
ど
の
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
を
抑
え
る
技
術
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
す

ま
す
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
舗
装
部
会
に
、
今
後
と

も
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

茨城県建設業協会長
石津　健光

　
建
設
業
は
若
者
に
選
ば
れ
る
業
界
と
な
る
べ
く

働
き
方
改
革
を
協
力
に
進
め
る
と
と
も
に
、
子
供

達
と
保
護
者
に
魅
力
発
信
を
一
層
強
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
舗
装
部
会
は
、
舗
装
工
事
へ
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
や
一
番
生
活
に
身
近
な
道
路
と
い
う
側

面
か
ら
建
設
業
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
舗
装
を
は
じ
め
建
設
業
の
技
術
は
飛
躍
的
に

進
歩
し
て
い
る
。
今
後
と
も
舗
装
部
会
の
皆
さ
ま

が
一
層
研
さ
ん
を
積
ま
れ
、
大
き
く
飛
躍
さ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
る
。

茨城県道路整備促進協議会長
先﨑　光

　
近
年
は
大
地
震
、
台
風
、
豪
雨
な
ど
の
激
甚

化
、
頻
発
化
し
て
い
る
。
迅
速
な
人
命
救
助
活
動

や
復
旧
復
興
活
動
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
災
害
に

強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要
。
ま
た

急
速
に
進
む
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老
朽
化
に
対
応
す

る
た
め
、
改
築
や
修
繕
に
よ
る
長
寿
命
化
対
策
は

喫
緊
の
課
題
。
協
議
会
で
は
課
題
解
決
の
た
め
国

土
強
靱
化
の
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
べ
く
、
予

算
要
望
を
進
め
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
支

援
ご
協
力
を
。

茨城県土木部長
和賀　正光

　
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
を
着
実
に
推
進
し
て

い
く
た
め
、
地
元
の
厚
い
信
頼
と
優
れ
た
技
術
力

を
つ
な
い
だ
建
設
業
界
の
皆
さ
ま
の
お
力
が
是
非

と
も
必
要
で
あ
り
、
ま
た
地
域
の
経
済
と
雇
用
を

支
え
る
意
味
で
も
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
私
ど
も
県
議
会
と
し
て
も
県
民
誰
も
が
安
心

し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
茨
城
づ
く
り
に
全
力
を
尽

く
し
て
い
く
。
ど
う
か
皆
さ
ま
も
創
立
60
周
年
の

節
目
に
当
た
り
、
一
層
の
ご
尽
力
を
お
願
い
し
た

い
。

さらなる飛躍を誓い合った

全国道路利用者会議会長
前参議院議員　佐藤信秋

記
念
講
演

「
国
土
強
靱
化
と
道
路
舗
装
」

昭和40年4月9日
［舗装部会発足］（会員 19 社）
部 会 長　武藤　彬・武藤建設㈱社長
副部会長　椿三　雄・株木建設㈱水戸支店長
理　　事　日本鋪道㈱水戸出張所
 〃 昭和道路工業㈱
 〃 日本道路㈱水戸営業所
 〃 鈴縫工業㈱
監　　事　東鉄工業㈱水戸支店
 〃 柴山土建工業㈱
昭和40年7月7日
［初の舗装講習会開催］
昭和41年9月2日
［舗装技術研究会を設置］（委員長・鯨岡昭雄）
目　的
　① 舗装の工法並びに施工技術に関する試験研究
　②舗装用資材に関する試験研究
　③舗装用機械器具に関する研究
　④付帯工事に関する研究
　⑤講習会、研究会、見学会等の開催
　⑥その他舗装工事に関する事項
昭和42年2月1日
［技術研究会を舗装研究室に改称］
昭和42年2月15日
［第 1回研究室開催］
　①上層路盤工砕石の変化率について
　②研究所設置について
昭和45年11月 14日
［舗装技術研修所竣工］
水戸市城南 3丁目 3番 26 号　木造平屋建
昭和45年12月 1日
［現場員必携出版］
技術者の座右の書として、茨城県土木部の監
修を経て初版を発行

昭和47年5月2日
舗装部会を母体として茨城県アスファルト合
材協会が設立
昭和48年12月 12日
［栃木・群馬・茨城舗装三県合同協議会発足］
北関東三県で舗装関係の共通する課題の研究
を進める。年 1回各県持ち回りで開催
昭和50年5月8日
［舗装部会創立 10 周年を迎える］
新規入会 6社を加え、会員 42 社となる。
昭和52年2月
財団法人茨城県建設技術管理センター竣工。
舗装部会より研修所の試験機器を寄贈
昭和60年10月 15日
舗装部会創立 20 周年、同記念誌発行並びに舗装
工事提出書類参考実例集発刊記念式典を挙行
平成7年5月30日
第 31 回定時総会・舗装部会創立 30 周年記念
祝賀会
平成17年5月23日
舗装部会創立 40 周年を迎える。
平成27年11月 25日
舗装部会創立50周年記念式典と祝賀会を挙行。
平成28年7月4日
定時役員会、祝賀会（石津健光氏・日本アス
ファルト合材協会長就任）
平成28年7月13日
舗装三県合同協議会（茨城県）
令和元年10月16日
舗装三県合同協議会（茨城県）
令和２年5月18日
第 56 回定時総会（コロナ禍により書面評決）
令和７年11月12日
舗装部会創立60周年記念式典と祝賀会を挙行。
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